
 

11月度 ＜第 17回＞       会長の時間           平成 25年 11月 7日 

【ロータリー財団月間】 

 

今年も早いもので、余すところ、2 ケ月となりました。今月は「ロータリー財団月間」で御

座います。我がクラブでロータリー財団と言えば東谷さん…と、言われており、東谷さんに

叶う人は居りません。失礼かとも思いますが、敢えて、RC 財団に付きましてお話をさせて

頂きます。 

 

まず、国際ロータリー財団の始まりですが、… 

1869 年アメリカ ペンンシルバニア州の貧しい家庭に生まれたアーチ・C・クランフまで、

遡ります。彼は、12 歳で学校を辞め木材会社の使い走りをしていました。16 歳になって片

道 6 キロ歩いて夜学に通い、ある時、木材会社が危機に陥ったとき、マネージャーに抜擢さ

れ、経営を好転させ中西部で最も収益を上げる会社にしました。その後、銀行や船会社など、

多くの会社を買収し、経営者として腕を振るい、また、フルート演奏者として 14年間、クリ

ーブランド交響楽団の団員として活躍し、1911年クリーブランド RCの設立、翌年にクラブ

会長、そして国際 RC連合会会長（1916-17年度）になっています。 

 

彼は、1917年ジョージア州アトランタでの国際大会で「ロータリーが基金をつくり、全世界

的な規模で、慈善、教育、その他、社会奉仕で何かよいことをしょう」と、提案しました。 

翌年1918年ミズリー州カンザスシティーRCから最初の寄付金として同市での世界大会の剰

余金 26＄50 セントが寄せられました。そして、10 年後 1928 年のミネアポリスの国際大会

の時、総額 5739＄7セントになったので、基金の名称を「ロータリー財団」に改めました。 

     同時に、このとき、国際ロータリー定款・細則も改訂されました。 

 

そのアーチ・C・クランクは、「金だけでは、たいした事は出来ない。しかし、ロータリアン

の奉仕は金が無ければ無力である。この金と人が組み合わさって、天の恵みにすることがで

きる」と述べています。 

現在、ロータリー財団の目的ですが、ロータリー財団に対するクラブレベルの寄付を奨励し、

また、財団の活動を広報することです。そして、ロータリー財団は、人道的・教育的プログ

ラムを通じて「世界理解と平和の達成」を目標に掲げ RI細則の規定により設立、運営されて

おります。 

また、ロータリー創立 100周年を記念して人道的・教育的プログラムの為の財団の「年次プ

ログラム基金」に、すべてのロータリアンが最低米貨で 100＄(1万円弱/年）を寄付する「毎

年あなたも 100＄」が実施されました。年次プログラム基金への目標寄付額は 1億＄です。 

ちなみに、会員一人当たり 100＄の寄付は「ロータリー財団委員会」が支持し、「2001 年度



規定審議会」全会一致で承認議決されたところでも御座います。 

標語として Every Rotarian、Every Year（毎年あなたも 100＄）を掲げました。その後、2004

年規定審議会での決議では 100＄とは明記しませんでした。しかし、日本では、敢えて 100

＄を入れ目標を明記しています。世界的にはロータリアン 1人 1人が何がしかの寄付をする

ことなのですが、100＄が 1ケ月の給与という国も有り、日本での 100＄は無理のない寄付額

かとおもいます。 

アーチ・C・クランフの「小さなひらめき」が第 1歩であった事を思い起こして頂きながら、

今一度、ロータリー財団に対し、温かいご理解を賜われば幸いです。 

 

また、本日、午前中、千葉社会奉仕委員長にお供し、宇部市役所に於いて、久保田市長に 

ロータリー財団補助金活用による寄贈品目録の贈呈式をいたしました。 

申すまでも無く、これらは、昨年度の、東谷財団理事及び神吉ロータリー財団委員長のお骨

折りにより、地区に幾度となく申請をされ、本年度になり補助金が交付されたものです。 

 

寄贈品は、宇部市総合福祉会館で、故障している調理器具が有るとの情報が有り、地域社会

で貢献できればと、「レンジ調理台×2台・各種調理器具 1式・食器類 1式」寄贈させて頂く

こととなりました。 

また、商品は後日（11月中）には納品できるとの事で御座います。 

改めまして、お二人そして昨年度の委員の皆様に対しましてのご功績に感謝を申し上げ

会長の時間とさせて頂きます。 

…本日も楽しいロータリーライフをお過ごしください。… 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


